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連載 第 12 回 

CISPR が作成する EMC 製品群規格 

徳田 正満 

1． まえがき

CISPR（国際無線障害特別委員会）では、エミッションに関する基本規格と共通規格、およびエミッ

ションとイミュニティに関する製品群規格、TR（Technical Report：技術報告書）、PAS（Publicly Available 

Specification：公開仕様書）等を作成しているが、本稿では、エミッションとイミュニティに関する製品

群規格、TR および PAS を紹介する 1～5)。

2． CISPR 作成の EMC 製品群規格・TR・PAS 

CISPR 規格の中で、エミッションとイミュニティに関する製品群規格の一覧を表 1 に示す。CISPR 規

格には成立の経緯からエミッション規格が多く、CISPR 11 の ISM 装置、CISPR 12 の自動車、CISPR 13

の放送受信機、CISPR 14-1 の家電製品、CISPR 15 の電気照明機器、CISPR 22 の情報技術装置、CISPR 32

のマルチメディア機器は、エミッション製品群規格としての性格を持っている。なお、CISPR 13 と CISPR 

22 は CISPR 32 に統合されたため、2017 年 3 月に廃止されている。一方、イミュニティ製品群規格も

CISPR で作成しており、CISPR 14-2 の家電製品、CISPR 20 の放送受信機、CISPR 24 の情報技術装置、

CISPR 35 のマルチメディア機器等がある。 

TR としては、架空送電線および高圧装置の妨害波を規定した CISPR TR 18 シリーズ、蛍光ランプの

放射磁界強度測定法を規定した CISPR TR 30 シリーズ等がある。また、PAS としては、自動車関連の IEC 

PAS 62437とプラズマ表示パネル関連のIEC PAS 62825がある。 

CISPR 製品群規格等を作成する小委員会（SC: Sub-Committee）としては、CIS/B（工業、科学および

医療用無線周波機器並びに架空送電線、高電圧機器および電気鉄道からの妨害）、CIS/D（自動車および

内燃機関が駆動する装置の電気／電子装備品に関する電磁妨害）、CIS/F（家庭用電気機器および照明装

置からの妨害とイミュニティ）および CIS/I（IT、マルチメディア機器および受信機の EMC）があり、

表 1 に各規格に対する作成 SC も示している。 

3． CISPR 作成の EMC 製品群規格に対する国内規格化 

CISPR 国際規格の中で主要な規格は、総務省の情報通信審議会／情報通信技術分科会／電波利用環境

委員会で審議され、答申として総務省のホームページに掲載されている。CISPR で作成された EMC 製

品群規格において、情報通信審議会で答申された規格も表 1 に示している。これらの答申は、電波法、

電気用品安全法等の法規制に引用されるとともに、VCCI 協会による自主規制にも反映されている。 

総務省主管の電波法では、「通信設備以外の高周波利用設備（電磁誘導加熱式調理器等を含む）」の

条件を、ISM 装置を規定した CISPR 11 の答申における 6 章～10 章を反映して、2015 年に改正されてい

る 6､7)。また、無電極放電ランプの型式指定の条件を、照明装置を規定した CISPR 15 の答申における「4.3 

妨害波電圧、および、4.4 放射電磁妨害波」を反映して、2016 年に改正されている 8)。 
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表 1  CISPR 作成の EMC 製品群規格・TR・PAS と国内答申（2018 年 1 月現在） 

 

国際規格 
(最新版：発行年) 

[作成 SC] 
規     格     名     称 

国内答申（答申年） 対応国際規格 
(版数：発行年) 

国内法規/規格（施行年等） 

 
 

CISPR 11 
(Ed.6.1: 16-06) 

[CIS/B] 
工業、科学および医療用装置の 
妨害波の許容値および測定法 

平成 25 年度情報通信審議会答申 
(総務省電波環境課) (答申：14-03) 

CISPR 11 
(Ed.5.1: 10-05) 

総務省令第 57 号：電波法施行規則 
・無線設備規則等の一部改正 注 1 

(公布・施行：15-06) 

CISPR 11 
(Ed.5.1: 10-05) 

J55011(H27) (適用：15-12) 
(経済産業省製品安全課) 

CISPR 11 
(Ed.5.1: 10-05) 

CISPR TR 28 
(Ed.1.0: 97-04) 

[CIS/B] 

割当周波数内における 
工業・科学・医療装置の 

妨害波レベルのガイドライン 
― ― 

CISPR TR 18-1 
(Ed.3.0: 17-10) 

[CIS/B] 

架空送電線および高圧装置の 
妨害波特性 

Part 1：現象の解説 
― ― 

CISPR TR 18-2 
(Ed.3.0: 17-10) 

[CIS/B] 

架空送電線および高圧装置の 
妨害波特性 Part 2：許容値設定 

に関する測定法と手順 
― ― 

CISPR TR 18-3 
(Ed.3.0: 17-10) 

[CIS/B] 

架空送電線および高圧装置の 
妨害波特性 Part 3：無線雑音低減 

に関する実施要領 
― ― 

CISPR 12 
(Ed.6.1: 09-03) 

[CIS/D] 

車両、モータボートおよび火花点火 
エンジン駆動の装置からの 
妨害波の許容値および測定法 

平成 5 年度電気通信技術審議会答申 

(総務省電波環境課) (答申：93-06) 
CISPR 12 
(Ed.3: 90) 

自動車は 58 協定に基づいて 
国連規則 R10 に従って実施 

CISPR12 
(Ed.5:01+Am.1:05 注 2) 

CISPR 25 
(Ed.4.0: 16-10) 

[CIS/D] 

車載受信機保護のための妨害波の 
推奨限度値および測定法 

平成 9 年度電気通信技術審議会答申 

(総務省電波環境課) (答申：97-09) 
CISPR 25 
(Ed.1: 95) 

自動車は 58 協定に基づいて 
国連規則 R10 に従って実施 

CISPR 25 
(Ed.2:02+Cor.:04 注 2) 

IEC PAS 62437 
(Ed.1.0: 05-09) 

[CIS/D] 

自動車、ボートの妨害波 
－アクティブアンテナのための 

限度値および測定法 
― ― 

CISPR 14-1 
(Ed.6.0: 16-08) 

[CIS/F] 

家庭用電気機器、電動工具および 
類似機器からの 

妨害波の許容値および測定法 

平成 23 年度情報通信審議会答申 
 (総務省電波環境課) (答申：11-09) 

CISPR 14-1 
(Ed.5.1: 09-02) 

J55014-1(H27) (適用：15-12) 
(経済産業省製品安全課) 

CISPR 14-1 
(Ed.5.1: 09-02) 

CISPR 14-2 
(Ed.2.0: 15-02) 

[CIS/F] 

EMC：家庭用機器・電動工具・ 
類似機器に対する要求 
Part 2：イミュニティ 

― ― 

CISPR 15 
(Ed.8.1: 15-03) 

[CIS/F] 

 

電気照明および類似機器からの 
無線妨害波特性の許容値および測定

法 

平成 27 年度情報通信審議会答申 
 (総務省電波環境課) (答申：15-09) 

CISPR 15 
(Ed.8.0: 13-05) 

総務省令第 47 号：電波法施行規則 
の一部改正 注 3 

(公布・施行：16-04) 

CISPR 15 
(Ed.8.0: 13-05) 

CISPRJ 15:2017 (改正・施行：17-12) 
(経済産業省製品安全課) 

CISPR 15 
(Ed.8.0: 13-05) 
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表 1 CISPR 作成の EMC 製品群規格・TR・PAS と国内答申（2018 年 1 月現在）（続き） 

注 1：「通信設備以外の高周波利用設備（電磁誘導加熱式調理器等を含む）」の条件を、答申の 

6 章～10 章を反映して改正 

注 2：対応国際規格と異なる場合は R10 に具体的な試験方法を記載 

注 3：電波法施行規則第四十六条の二第一項第八号「無電極放電ランプ」の条件を、答申の 4.3 

および 4.4 を反映して改正 

 

国際規格 

(最新版:発行年) 

[作成 SC] 

規     格     名     称 
国内答申（答申年） 対応国際規格 

(版数:発行年) 
国内法規/規格（施行年等） 

CISPR TR 30-1 

(Ed.1.0: 12-08) 

[CIS/F] 

放射磁界強度の測定法 

Part 1：片口金と両口金蛍光ランプ 

用電子回路式安定器 

― ― 

CISPR TR 30-2 

(Ed.1.0: 12-08) 

[CIS/F] 

放射磁界強度の測定法 

Part 2：蛍光ランプ以外の放電ランプ 

用電子回路式安定器 

― ― 

CISPR 13 

(Ed.5.1: 15-01) 

[CIS/I] 

音声およびテレビジョン放送受信機 

並びに関連機器の 

無線妨害波特性の許容値および測定法 

平成 19 年度電気通信技術審議会答申 

(総務省電波環境課) (答申：07-07) 

CISPR 13 

(Ed.4.2: 06-03) 

J55013(H22) (施行：10-10) 

(経済産業省製品安全課) 

CISPR 13 

(Ed.4.2: 06-03) 

CISPR 20 

(Ed.6.1: 13-10) 

[CIS/I] 

音声およびテレビジョン放送受信機 

並びに関連機器の 

イミュニティの許容値および測定法 

― ― 

CISPR TR 29 

(Ed.1.0: 04-08) 

[CIS/I] 

テレビジョン放送受信機並びに 

関連機器 － イミュニティ特性 

－ 客観的な画像評価法 

― ― 

CISPR 22 

(Ed.6.0: 08-09) 

[CIS/I] 

情報技術装置からの妨害波の 

許容値と測定法 

平成 22 年度情報通信審議会答申 

 (総務省電波環境課) (答申：10-12) 

CISPR 22 

(Ed.6.0: 08-09) 

J55022(H22) (施行：10-10) 

(経済産業省製品安全課) 

CISPR 22 

(Ed.5.2: 06-03) 

CISPR 24 

(Ed.2.1: 15-04) 

[CIS/I] 

情報技術装置におけるイミュニティ特

性の限度値と測定方法 

平成 10 年度電気通信技術審議会答申 

(総務省電波環境課) (答申：98-09) 

CISPR 24 

(Ed.1.0: 97-09) 

CISPR 32 

(Ed.2.0: 15-03) 

[CIS/I] 

マルチメディア機器の電磁両立性 

 – エミッション要求事項 – 

平成 27 年度情報通信審議会答申 

 (総務省電波環境課) (答申：15-12) 

CISPR 32 

(Ed.2.0: 15-03) 

CISPRJ 32:2017 (改正・施行：17-12) 

(経済産業省製品安全課) 

CISPR 32 

(Ed.2.0: 15-03) 

CISPR 35 

(Ed.1.0: 16-08) 

[CIS/I] 

マルチメディア機器の電磁両立性 

 – イミュニティ要求事項 – 
現在答申案を検討中 ― 

IEC PAS 62825 

(Ed.1.0: 13-01) 

[CIS/I] 

150kHz～30MHz の周波数における 

プラズマ表示パネルからの 

放射妨害波に対する許容値と測定法 

― ― 
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経済産業省主管の電気用品安全法における技術基準の解釈別表第十二では、CISPR 規格に対する総務

省の答申を反映した国家規格である J 規格により、電波雑音に対する規制を実施している。これまでに

CISPR 11、CISPR 13、CISPR 14-1、CISPR 15 および CISPR 22 は、それぞれ J55011(H27)、J55013(H22)、

J55014-1(H27)、J55015(H20)、および J55022(H22)として適用もしくは施行されている。また、J55015(H20)

は J55015(H29)に移行し、以下に述べるように CISPRJ 15(2017)に置き換わる。一方、経済産業省では、

整合規格の整備に関して、電波雑音などについては、民間の規格作成団体が作成する JIS 以外の民間基

準を J 規格として採用する計画を進めており、J55015(H29)に対応した CISPRJ 15:2017 と J55032(H29)に

対応した CISPRJ 32:2017 が 2017 年 12 月に整合規格として施行された 9～11)。 

情報技術装置のエミッション規格 CISPR 22 は、総務省の答申を受けて、一般財団法人 VCCI 協会が

技術基準を作成し、自主規制を行っていたが、CISPR 22 が 2017 年 3 月に廃止されるに伴って、マルチ

メディア機器のエミッション規格 CISPR 32 Ed.2.0 の総務省答申に準拠した技術基準 VCCI-CISPR 32 を

作成し、2016 年 11 月から運用を開始している 12)。イミュニティ規格に関しては、現時点では情報技術

装置の CISPR 24 だけが国内答申されており、関連工業会でガイドラインや規格を作成し自主的に運用

している。なお、CISPR 20 と CISPR 24 を統合した CISPR 35 は、現在答申内容を検討中である。 

自動車のエミッション規格であるCISPR 12と車載受信機保護のためのエミッション規格であるCISPR 

25 は、それぞれ平成 5 年と平成 9 年に総務省の電気通信技術審議会で答申されている。しかし、自動車

の場合は、国連規則 R10 によって国際的に規制されているため、対応する国際規格と異なる場合は、R10

に具体的な試験法を記載している 13､14)。 
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